
SilTite™ µ-ユニオン 

パッケージ部品

5個 x SilTite™ ダブルテーパーフェラル

2個 x メスネジ µ-コネクター

2個 x オスネジ µ-コネクター

1個 x 接続ツール(治具)キット 
　　・2個 x 手締め補助ツール
　　・1個 x オスネジµ-コネクター仮止めツール
　　　*オスネジµ-コネクター仮止めツールは、ナットが被せてある部品です。

 オスネジµ-コネクター仮止めツール
手締め補助ツール

5 x SilTite™ ダブルテーパーフェラル
2 x メスネジ µ-コネクター

2 x オスネジ µ-コネクター

接続手順

① µ-ユニオンは、レンチなどの工具を使うこと

　なく接続することが可能です。その接続手順は

　二つ段階に分けて行います。

第一段階 第一段階 オスネジコネクターでの仮止めオスネジコネクターでの仮止め  

② 最初に使用する部品は、

　　1.＆ 2.  オスネジµ-コネクター仮止めツール

　　　3.  SilTite™ ダブルテーパーフェラル

　　　5.  オスネジ µ-コネクター

　　　6.  手締め補助ツール

　 の4点です。

　 （Fig 1を参照）

第一段階で使用するパーツ

1. オスネジµ-コネクター仮止めツール

2. ナット

3. SilTite™ ダブルテーパーフェラル

4. キャピラリーカラム or 不活性チューブ

5. オスネジ µ-コネクター

6.  手締め補助ツール

Figure 1. µ-ユニオン 接続の第一段階

③ まず、キャピラリーカラム(不活性チューブ)に
　  オスネジネットを被せます。

　  次にそのカラム先端をダブルテーパーフェラルに

　  差し込みます。

　  カラム先端はフェラル中心付近で壁に突き当た

　  るまで押し込みます

④  ③の状態のままフェラルをオスネジµ-コネクター

　  仮止めツールのナット(メスネジ)の入口にセット

　  します。

　  オスネジ µ-コネクターをナット(メスネジ)に接続

　  して、最初はコネクターを直接手に持って手締め

　  で締めれるところまで締め込みます。

　  その後、手締め補助ツールをオスネジ µ-コネクター

　  に被せて締め込みます。（Fig 2を参照）

　  この時、キャピラリーカラム(不活性チューブ)が

　  フェラルから抜けないように注意して作業して下さい。

Figure 2. オスネジµ-コネクター仮止めツールを使って仮止めを
　　　　  行っている断面図
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Figure 3. µ-Union 接続の第二段階

第二段階で使用するパーツ

  
3. SilTite™ ダブルテーパーフェラル

  
4. キャピラリーカラム or 不活性チューブ  
5. オスネジ µ-コネクター

6.  手締め補助ツール

7.  メスネジ µ-コネクター
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Figure 4. オスネジ-メスネジコネクターで接続
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⑧ 手締め補助ツールで両コネクターをしっかりと

　 締め込んだ後は、キャピラリーカラム(不活性

　 チューブ)を折損しないように気をつけながら、

　 手締め補助ツールを取り外します。

　 　 *手締め補助ツールの切れ目からキャピラリーカラムを
　 　  抜く形になります。

以上で、µ-ユニオン接続の全ての手順が完了です。

念のため、実際の分析に入る前に、リーク

ディテクターやMSでのAir/Waterモニタリング、

もしくは溶媒の滴下などで漏れ込みや漏れだしが

無いか確認してから、分析を開始してください。

Figure 5. 接続完了されたSilTiteTM µ-ユニオン

第二段階 第二段階 オスネジ-メスネジコネクターで接続オスネジ-メスネジコネクターで接続  

⑤ オスネジµ-コネクター仮止めツールから

　 オスネジµ-コネクターとフェラルを取り

　 外します。

　 この時すでにフェラルはキャピラリーカラム

　 (不活性チューブ)に固定されています。

⑥ 続いて接続するキャピラリーカラム(不活性

　 チューブ)にメスネジネットを被せます。

　  次にそのカラム先端をダブルテーパーフェラルに

　  差し込みます。

　  カラム先端はフェラル中心付近で壁に突き当た

　  るまで押し込みます。（Fig 3を参照）

⑦  メスネジ µ-コネクターをオスネジ µ-コネクター

　  に締め込んで、最初はコネクターを直接手に持って

　  手締めで締めれるところまで締め込みます。

　  その後、手締め補助ツールをオスネジ µ-コネクター

　  とメスネジ µ-コネクターの両方に被せて、補助

　  ツールを両手にとって締め込みます。

　  （Fig 4を参照）

　  この時、キャピラリーカラム(不活性チューブ)が

　  フェラルから抜けないように注意して作業して下さい。


